
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
石
内
も
の

が
た
り
」は
、
地
元
石
内
に
伝
わ
る

昔
話
を
題
材
と
し
た
絵
本
や
紙
芝

居
を
手
作
り
で
制
作
し
、
小
学
校

や
保
育
園
や
高
齢
者
福
祉
施
設
な

ど
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

石
内
地
区
に
は
、
多
く
の
歴
史

資
料
や
風
俗
、
民
話
が
残
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
に
歴
史
あ
る
石
内

の
よ
い
と
こ
ろ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
活
字
の

み
で
作
成
し
た
小
冊
子「
石
内
の
む

か
し
の
話
」を
、
手
作
り
で
子
ど
も

へ
の
読
み
聞
か
せ
用
の
絵
本
に
仕
立

て
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
15
冊
の
絵
本
が
完
成

し
て
い
ま
す
。こ
の
絵
本
が
大
変
好

評
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
石
内
の

昔
話
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

佐
伯
区
役
所
の
ふ
る
さ
と
文
庫
予

算
で
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
の
間
に
11
冊
を
製
本
化
し
、

多
く
の
人
に
配
布
し
た
り
、
地
域
の

施
設
へ
寄
贈
し
た
り
し
ま
し
た
。
現

在
も
地
域
の
各
施
設
で
読
み
聞
か

せ
や
紙
芝
居
を
上
演
し
、
多
く
の

人
に
親
し
ん
で
も
ら
う
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
6
名
、
毎
月
第

3
木
曜
日
の
午
後
1
時
半
か
ら
公

民
館
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
公
民
館
へ
お

越
し
下
さ
い
。

「
河
内
太
鼓
団
」は
、
平
成
10
年

5
月
に
、
河
内
地
区
伝
統
芸
能
保
存

と
郷
土
文
化
の
発
展
と
継
承
を
期

し
て
、
河
内

公
民
館
で
発

足
し
ま
し

た
。
発
足
10

年
目
に
当
た

る
平
成
20
年

6
月
に
は
、

河
内
小
学
校

体
育
館
で
10

周
年
記
念
行

事
を
大
々
的

に
開
催
し
て
、
地
域
の
方
に「
河
内

地
区
に
太
鼓
団
あ
り
！
」と
そ
の
名

を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

現
在
は
子
ど
も
の
部
と
大
人
の

部
の
二
部
構
成
で
、
4
歳
の
幼
児
か

ら
80
歳
高
齢
者
ま
で
総
勢
28
名
、

毎
週
金
曜
日
に
公
民
館
に
集
ま
っ
て

練
習
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
部
で
は
元
気
い
っ
ぱ
い

に
、
基
本
の
礼
儀
作
法
か
ら
習
っ
て

い
ま
す
。

大
人
の
部
で
は
、
男
性
代
表
者
の

大
き
な
背
中
を
横
目
に
見
な
が
ら
、

女
性
パ
ワ
ー
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
伝
統
芸
能
で
あ
る
河

内
太
鼓
団
を
次

世
代
に
継
承
で

き
る
よ
う
、団

員
が
一
致
団
結

し
て
、仲
良
く

楽
し
い
活
動
に

し
て
い
き
、さ

ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
地
域
行

事
や
公
民
館
行
事
だ
け
で
な
く
、さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
練
習
成

果
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

平
成
4
年
2
月
に
、
カ
ラ
オ
ケ
・

演
劇
好
き
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
一
座

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
発
足
時
に
一

週
間
連
続
で
県
内
の
老
人
ホ
ー
ム

を
慰
問
し
、
大
変
喜
ん
で
も
ら
い
、

座
員
も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
高
齢
者
に
楽
し
み
と
喜
び
を

提
供
し
た
い
と
強
い
思
い
を
抱
き
活

動
し
て
い
ま
す
。

座
員
は
14
名
で
主
に
県
内
の
老

人
ホ
ー
ム
で
の
慰
問
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。　
　
　

ま
た
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
敬

老
会
等
に
も
参
加
し
、こ
れ
ま
で
に

100
回
以
上
の
公
演
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

慰
問
内
容
は
、
芝
居
、
舞
踊
、
唄
、

演
芸
等
で
す
。
今
後
も
高
齢
者
に

楽
し
み
と
喜
び
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

座
・
ソ
ー
ラ
ン
と
は
読
ん
で
字
の

ご
と
く
座
っ
て
で
き
る
踊
り
で
す
。

現
在
29
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
月
第

1
・
3
木
曜
日
の
午
後
1
時
〜
3

時
に
、
公
民
館
で
無
理
な
く
楽
し

く
健
康
体
操
を
し
て
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
福
祉
施
設
等
を

多
数
訪
問
し
、一緒
に
身
体
を
動
か
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
学
習
成
果
を
地
域
に
還

元
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
健

康
増
進
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

▲「Javid＆Naoko」

▲水辺のコンサートの様子

佐
伯
区
内
公
民
館

グループへのお問合せについては、
各公民館へお願いします。

①石内公民館  ☎082-941-0120
②河内公民館  ☎082-928-0219
③五日市
　中央公民館  ☎082-921-8070

「水辺のコンサート」について、「『広島の中心』でパフォーマンスできる
ことを光栄に思う」と「Javid＆Naoko（ジョビッド&ナオコ）」の二人は話し
てくれました。
「水辺のコンサート」は、平成16年度から社会実験としてスタート、今年
で9年目を迎えました。現在は3団体が運営を行い、「水辺アーティスト」
として登録した音楽家などが無償で出演しています。今や地方TVで
引っ張りだこのシンガーソングライター「森本ケンタ」さんも、過去、「水
辺のコンサート」の常連出演者でした。
「Javid＆Naoko」は、米国カリフォルニア州サンディエゴでの12年間
の音楽活動を経て、今年4月に、ナオコさんの故郷である広島に帰って
きた夫婦のギター・デュオです。当日はあいにくの曇天を「日焼けしなくて
野外音楽日和」とにこやかに話すナオコさんによれば、二人の音楽は「フ

ラメンコの重苦し
さにジャズやラテ
ンの明るさを添え
た新スタイル」の
ギター・アンサン
ブルだそうです。
米国では、レス

トランやウエディン
グ、プライベート
のパーティで生演
奏をすることで生

計を立て、二人三脚の音
楽活動をしてきた二人。米
国での生活に不自由はあり
ませんでしたが、これからの
将来を考え、親戚がいる日
本へ移り住むことにしまし
た。米国と日本では音楽事
情も違い、生活基盤を整え
るため、ジョビッドさんは卓
球選手だった経験から卓球のシニアクラブのアシスタントコーチを勤め、
ナオコさんは家業を手伝っています。二人が音楽以外の別々の時間を
過ごすことは初めての経験です。船便の楽器等の到着を待っていたた
め、ようやく広島での音楽活動が再開できたのは最近のこと。
現在の音楽活動は、インターネット無料音声通話ソフト（スカイプ）を

使って講師をしたり、作曲活動をしたり、発表の場所を捜し求めていると
ころです。作成中のアルバムタイトルは「Two Heart One Soul」。二人
で一つの音楽を作り続ける「Javid＆Naoko」の日本での活動は始まった
ばかりです。
「水辺のコンサート」はいろんなジャンルのパフォーマンスがあります。
この場所は、「平和の象徴」という意味でも『広島の中心』であること
を強く意識する場です。厳かに平和の思いを噛み締めつつ、憩いのひ
と時を提供したいという想いは、運営団体及びアーティスト誰しもが思っ
ていることなのです。

マンガを読んだことはありますか？
マンガは読まなくても（マンガが原作の）アニメなら見たことがある、と
いう人も含めると、ほとんどの人が一度は触れたことのある文化なので
はないでしょうか。
今や出版部数の3冊に1冊がマンガで、その売り上げは年間約5,000
億円に上ります。また、全国各地にはマンガやアニメーションの関連施設
が60館ほどあり、今なお増え続けています。政府も経済政策や国際交流
へと繋げる有力メディアとしてマンガを活用するようになりました。
そんな巨大文化となったマンガに今必要なのが、「人材」です。ここ

でいう「人材」とは、マンガ文化に造詣が深く、その蓄積をもって貢献
できる人を意味しています。現状、マンガに関する人材育成といえば、
マンガの描きかたなど、マンガ家を育てる内容が大半です。
しかしマンガ文化の未来を考えた場合、作家だけでなく読者や編集者、
研究者など、マンガ文化に関わる人材全体のレベルアップをはかること
で、マンガ文化はこれからも維持、発展していくことができるでしょう。
広島には公立で国内唯一のまんが専門図書館「広島市まんが図書館」

や、世界4大アニメーション映画祭の1つ「広島国際アニメーションフェス
ティバル」など、マンガとアニメーションの人材育成に最適な素晴らしい
環境が整っています。と同時に、今後もこれらを支え続ける人材の育
成も必要となってきています。

まんが図書館では、読者層も作品ジャンルも多種多様なマンガをどう
適切に運用していくのかなど、来館者とマンガとの良い出会いを提供
できれば、双方にとって更なる効果が得られるでしょう。またアニメー
ションフェスティバルでは、日本でいう「アニメ」と世界でいう「アニメー
ション」の違いが大きな課題となっています。アニメはアニメーションの
数あるスタイルの中の一つであり、アニメーションはもっと広義なもので
あること、これを理解している人が運営に関わることで、新たな可能性
が生まれてくるでしょう。
これら広島の豊かなマンガ文化資源を更に活かすためには多くの
人材が必要です。そこで、私のこれまでの経験をもって「学」を加え、
官民学が連携することで、広島をこれからのマンガ文化を担う新たな
人材育成の拠点としていきたいと思っています。

マンガ文化と広島

Profile
比治山大学短期大学部 美術科
マンガ・キャラクターコース
久保 直子 助教
■活動概要
　マンガ学・マンガ教育・海外マンガ

keiレポーター 市民パブリシスト

今回のらしっくレポートは、「水辺の賑わい創出のため、
『広島の中心』に登場した小さなステージ『水辺のコンサート』」を取材しました。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
学
習
活
動
を
応
援
す
る
最
も
身
近
な
施
設

「
公
民
館
」で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
号
は
、佐
伯
区
内
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
う
こ
そ
公
民
館
へ

①
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

石
内
も
の
が
た
り

（
石
内
公
民
館
）

②
河
内
太
鼓
団

　
　（河
内
公
民
館
）

③
忠
太
郎
一
座

　
　
　
　
　（五
日
市
中
央
公
民
館
）

④
座
・
ソ
ー
ラ
ン
中
央

　
　（五
日
市
中
央
公
民
館
）

！

らしっくレポートらしっくレポート

広島の川辺が 異国の地に？！
「Two Heart One Soul」 ～笑顔がステキな二人に出会いました

らしっくコラム
Rashikku column

佐
伯
区
内
公
民
館

910



﹇
広
島
学
セ
ミ
ナ
ー
﹈

①
漁
労
の
歴
史
や
自
然
、

　
　
　特
産
品
に
つ
い
て
学
ぶ

多
く
の
島
々
が
浮
か
ぶ
風
光
明
媚
な

広
島
湾
。
そ
の
広
島
湾
に
よ
り
育
ま
れ

た
広
島
の
漁
業
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
内
容
に
つ
い
て
順
番
が
入
れ
替
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　

草
津
公
民
館
（
西
区
草
津
東

二
丁
目
20
番
７
号
）

※
3
回
目
は
広
島
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

と
な
り
ま
す
。

　
　
　

40
人
（
先
着
順
）

　
　
　

無
料

　
　
　

ど
な
た
で
も

　
　
　
　
　

平
成
25
年
1
月
4
日（
金
）

か
ら
申
込
受
付
開
始
。
電
話
ま
た
は
来
館

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

草
津
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
7
1
・
2
5
7
6

②
広
島
県
産
業
奨
励
館（
原
爆

ド
ー
ム
）と
も
の
づ
く
り

広
島
の
発
展
を
支
え
た
広
島
県
産
業

奨
励
館
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
　
　

中
央
公
民
館
（
中
区
西
白
島

町
24
番
36
号
）

　
　
　

30
人

　
　
　

無
料

　
　
　

ど
な
た
で
も

　
　
　
　

平
成
25
年
2
月
1
日
（
金
）

か
ら
申
込
受
付
開
始
。
電
話
、
来
館
ま
た

は
F
A
X
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　

  　

中
央
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
2
1
・
5
9
4
3

5
0
8
2
・
2
2
1
・
5
1
1
8

③
野
鳥
観
察
日
記

身
近
な
場
所
に
も
い
ろ
い
ろ
な
野
鳥

が
す
ん
で
い
ま
す
。バ
ー
ド
ウ
ォッ
チ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が
ら
街
の
環
境
や
自
然
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

五
日
市
公
民
館
（
佐
伯
区
新

宮
苑
11
番
14
号
）

　
　
　

20
人
（
先
着
順
）

　
　
　

無
料

　
　
　

ど
な
た
で
も

　
　
　

双
眼
鏡
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
2
回
目
以
降
は
野
外
で
の
観

察
と
な
り
ま
す
の
で
防
寒
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

12
月
5
日（
水
）か
ら
申
込

受
付
開
始
。
電
話
ま
た
は
来
館
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

五
日
市
公
民
館

☎
0
8
2
・
9
2
2
・
8
3
3
3

広
島
県
景
観
会
議「
第 

回

景
観
づ
く
り
大
賞
」の
募
集

「
景
観
づ
く
り
大
賞
」
は
、
瀬
戸
内
海

を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
自
然
景
観
、

田
園
や
落
ち
着
い
た
景
観
、
魅
力
あ
る

都
市
景
観
な
ど
を
守
り
育
て
る
た
め
の

制
度
で
す
。
広
島
県
景
観
会
議
は
、ふ

る
さ
と
広
島
の
持
つ
優
れ
た
景
観
を
広

く
伝
え
、こ
れ
ら
の
景
観
を
保
全
し
、

景
観
づ
く
り
の
気
運
を
高
め
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
「
景
観
づ
く
り
大
賞
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

次
の
テ
ー
マ
ご
と
に
広
島

県
内
の
優
れ
た
景
観
、
あ
な
た
の
お
気

に
入
り
の
景
観
を
写
真
に
収
め
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
①
風
景
・
ま
ち
な
み

　
　
　

 （
四
季
の
移
り
変
わ
り
や
歴
史

　
　
　

 

の
重
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
）

テ
ー
マ
②
建
築
物
・
工
作
物

　
　
　
（
周
辺
の
ま
ち
な
み
に
調
和
し
、

　
　
　

 

付
近
の
景
観
と
一
体
的
に
な
っ

　
　
　

 

て
い
る
も
の
）

※
①
②
の
共
通
テ
ー
マ

「
ふ
る
さ
と
広
島
で
い
つ
ま
で
も
守
り
、

育
ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
」

　
　
　
　
　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
写
真
（
L
サ
イ
ズ
）

を
添
付
の
う
え
、
お
問
い
合
せ
先
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

平
成
25
年
1
月
31
日

（
木
）
ま
で
【
当
日
消
印
有
効
】

　
　
　

広
島
県
景
観
会
議
事
務
局

（
廿
日
市
市
建
設
部
都
市
・
建
築
局
都

市
計
画
課
）

〒
7
3
8
-8
5
0
1 

廿
日
市
市
下
平

良
一
丁
目
11
番
1
号

☎
0
8
2
9
・
3
0
・
9
1
9
0

5
0
8
2
9
・
3
1
・
0
9
9
9

　
　
　

http://w
w
w
.hiroshim

a-keikan.jp/

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
　回
定
期
演
奏
会

元
N
H
K
交
響
楽
団
員
・
元
広
島

交
響
楽
団
首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の

小
島
秀
夫
が
主
宰
す
る
子
ど
も
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
す
。
現
在
4
歳
か
ら
高
校

生
ま
で
の
約
70
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
交
響
曲

第
7
番
他
を
演
奏
し
ま
す
。
み
ん
な
一

生
懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

12
月
23
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
開
演
（
午
後
1
時
開
場
）

　
　
　

広
島
市
西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
西
区
横
川
新
町
6
番
1
号
）

　
　
　

5
0
0
円
（
全
席
自
由
）

　
　
　
　
　

カ
ノ
ン（
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
）、

合
奏
協
奏
曲
第
8
番
「
ク
リ
ス
マ
ス
協

奏
曲
」（
コ
レ
ル
リ
）、
管
弦
楽
組
曲
第

3
番
二
長
調
（
バ
ッ
ハ
）、
交
響
曲
第
7

番
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
）

　
　
　

広
島
ジ
ュニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

事
務
局

☎
0
8
0
・
1
9
4
9
・
1
0
2
1

中
区
内
公
民
館・

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

10th A
nniversary

ス
ト
リ
ー
ト・ピ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

12
月
8
日
（
土
）
正
午
開
演

　
　
　

広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
6
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ

　
　
　

無
料

　
　
　

袋
町
小
学
校
4
年
生
、
中
区

内
公
民
館
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱

や
演
奏
、ゲ
ス
ト
バン
ド「
T
A
M
A
P
A
S
」

に
よ
る
演
奏
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ（
有
料
）

　
　
　

吉
島
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
4
6
・
4
1
2
1

（
財
）広
島
市
未
来
都
市
創
造
財
団

平
成 

年
度
上
期
文
化
活
動

助
成
事
業

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
文
化
活

動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
団
体
ま
た
は

個
人
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

  　

音
楽
、美
術
、演
劇
、

民
俗
芸
能
な
ど
の
文
化
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
ま
た
は
個
人
が
行
う
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
事
業
（
出

版
物
の
発
行
は
除
く
）で
次
に
掲
げ
る

要
件
に
該
当
す
る
も
の

①
事
業
が
広
島
市
内
で
開
催
さ
れ
、
広

　

く
市
民
に
公
開
さ
れ
る
こ
と

②
非
営
利
の
事
業
で
あ
る
こ
と

③
政
治
ま
た
は
宗
教
活
動
と
関
わ
り
の

　

な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

　
　

①
文
化
活
動
の
場
が
主
と
し
て
広
島
市

　

内
に
あ
る
こ
と

②
個
人
、
ま
た
は
団
体
の
構
成
員
の
8

　

割
以
上
が
広
島
市
内
に
居
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
こ
と
。
団
体

　

の
場
合
は
、
過
去
に
広
島
市
内
に
居

　

住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
た
も

　

の
も
含
め
8
割
以
上
で
あ
る
こ
と

③
団
体
の
所
在
地
、
ま
た
は
連
絡
先
が

　

広
島
市
内
に
あ
る
こ
と

④
目
的
、
組
織
、
代
表
者
等
団
体
の
運

　

営
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
が

　

あ
る
こ
と

⑤
国
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
企
業
等

　

が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら

　

に
準
ず
る
も
の
を
出
資
し
た
法
人
で

　

な
い
こ
と

⑥
非
営
利
団
体
で
あ
る
こ
と
（
講
師
が

　

受
講
料
を
募
り
受
講
料
・
会
費
を

　

徴
収
す
る
教
室
等
は
助
成
対
象
外
）

　
　
　
　
　

  　
　
　

平
成
25
年
4

月
1
日
（
月
）
〜
9
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

の
2
分
の
1
以
内
で
1
件
の
助
成
額
が

20
万
円
以
内

　
　
　
　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記
お
問
い
合

わ
せ
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　

   

12
月
1
日（
土
）〜
28
日（
金
）

※
受
付
時
間
／
月
〜
金（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　

  

財
団
法
人
広
島
市
未
来

都
市
創
造
財
団 

事
業
課

〒
7
3
0
-0
8
1
2 

広
島
市
中
区
加

古
町
4
-17

☎
0
8
2
・
2
4
4
・
0
7
5
0

5
0
8
2
・
2
4
5
・
0
2
4
6

　
　
　

▲演奏会の様子

▲演奏会の様子

20

イ
ベ
ン
ト

12

25

http://w
w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/bunka/

①漁労の歴史や自然、特産品について学ぶ

②広島県産業奨励館（原爆ドーム）とものづくり

③野鳥観察日記

1

2

3

4

2/2（土）
10：00～12：00

2/9（土）
10：00～12：00

2/16（土）
10：00～12：00

2/23（土）
10：00～12：00

内　容日　程

漁労の歴史
～広島湾の漁労の歩み～

蒲鉾
～広島湾の魚加工の特色～

風光明媚な瀬戸内
～広島湾の自然とそこに住む魚たち～

広島の牡蠣
～広島牡蠣の特徴

1

2

3

4

1/12（土）
10：00～12：00

1/19（土）
10：00～12：00

1/26（土）
10：00～12：00

2/2（土）
10：00～12：00

内　容日　程

バードウォッチングを
楽しもう

野鳥観察①

野鳥観察②

野鳥観察③

1

2

3

2/20（水）
19：00～21：00

2/27（水）
19：00～21：00

3/6（水）
19：00～21：00

内　容日　程

広島県産業奨励館物語1

広島県産業奨励館物語2

広島県産業奨励館物語３

☎
0
8
2
・
9
2
2
・
8
3
3
3

テ
ー
マ
①
風
景
・
ま
ち
な
み

　
　
　

　
　
　

テ
ー
マ
②
建
築
物
・
工
作
物

　
　
　
（
周
辺
の
ま
ち
な
み
に
調
和
し
、

　
　
　

　
　
　

※
①
②
の
共
通
テ
ー
マ

野鳥観察①

野鳥観察②

野鳥観察③

森森森森森森森森森森

参
加
費

対
　象

場
　所

定
　員

申
込
方
法 生

涯
学
習
情
報
の

森森

募
集

森

http://w
w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/bunka/
http://w

w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/bunka/
http://w

w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/bunka/
http://w

w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/bunka/
http://w

w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/bunka/
http://w

w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/bunka/

助
成

申
込
・
問
合
せ

場
　所

参
加
費

対
　象

定
　員

申
込
方
法

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

場
　所

参
加
費

対
　象

そ
の
他

定
　員

申
込
方
法

応
募
対
象

応
募
方
法

問
合
せ

受
付
期
間

U
R
L

日
　時

場
　所

主
な
曲
目

入
場
料

入
場
料

問
合
せ

問
合
せ

対
象
と
な
る
事
業

対
象
団
体

対
象
事
業
の
実
施
期
間

助
成
金
額

申
込
・
問
合
せ

応
募
方
法

受
付
期
間

U
R
L

日
　時

内
　容

場
　所

1112



情

の

情

の

「
プ
ラ
ザ
主
催
事
業
の

ご
案
内
」に
関
す
る

申
込
・
お
問
合
せ
は
…

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

〒
7
3
0
‐
0
0
3
6

広
島
市
中
区
袋
町
6
番
36
号

☎
0
8
2
・
5
4
5
・
3
9
1
1

5
0
8
2
・
5
4
5
・
3
8
3
8

マ
ツ
ダ
財
団 

第

　回
市
民
活

動
支
援
募
集
に
つ
い
て

―
青
少
年
健
全
育
成
関
係
―

次
世
代
を
担
う
青
少
年
が
、い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
興
味
を
持
ち
、多
く
の
感
動
を

得
る
こ
と
の
で
き
る
生
活
体
験
の
機
会

の
提
供
や
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

諸
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　

民
間
の
非
営
利
活
動
を
行

う
団
体

　
　
　
　
　

  　

青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
の
民
間
の
非
営
利
活
動
（
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、

地
域
連
帯
、エ
コ
、
国
際
交
流
・
協
力
、

科
学
体
験
・
も
の
づ
く
り
な
ど
）

　
　
　
　
　

行
事
・
催
事
費
用
、
備

品
費
、
出
版
費
用
、
そ
の
他

　
　
　
　

10
万
〜
50
万
円

　
　
　
　

所
定
の
申
請
書
を
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う

え
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
問
い

合
せ
先
に
E
メ
ー
ル
、
ま
た
は
郵
送
に
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

平
成
25
年
1
月
11
日（
金
）

【
必
着
】

　
　
　

公
益
財
団
法
人
マ
ツ
ダ
財
団

〒
7
3
0
-8
6
7
0 

広
島
県
安
芸

郡
府
中
町
新
地
3
番
1
号　

マ
ツ
ダ

株
式
会
社
内

m
zaidan.sj@

m
ail.m

azda.co.jp

http://m
zaidan.m

azda.co.jp/

広
島
県
こ
ど
も
夢
基
金

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の「
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」「
こ
ん
な
夢
を
か

な
え
た
い
」
と
い
う
思
い
を
応
援
す
る
次

の
要
件
に
該
当
す
る
グ
ル
ー
プ

①
子
ど
も
の
活
動
を
支
援
す
る
大
人
の

　

グ
ル
ー
プ

②
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
企
画
し
、

　

活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

③
子
ど
も
が
中
心
と
な
り
、
大
人
が
責
任

　

者
と
し
て
応
援
し
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

※
た
だ
し
、グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
の
半
数

以
上
が
広
島
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
「
こ
ど
も
」「
夢
」「
未
来
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
企
画
し
た
夢
あ

ふ
れ
る
次
の
よ
う
な
活
動

①
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
る

　

活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、自
然
体

　

験
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
交
流
な
ど
）

②
子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心
、探
究
心

　

を
育
て
る
活
動（
読
書
活
動
、グ
ル
ー
プ

　

研
究
、探
検
活
動
な
ど
）

　
　
　
　
　

  　
　

①
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の

②
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
を
目

　

的
と
す
る
も
の

③
年
度
内
に
既
に
広
島
県
こ
ど
も
夢
基

　

金
か
ら
助
成
を
受
け
た
団
体

④
学
校
の
教
育
活
動
の
中
で
行
う
も
の

⑤
県
の
関
係
団
体
が
実
施
・
共
催
す
る

　

活
動

⑥
県
の
関
係
団
体
か
ら
補
助
金
を
受
け

　

る
活
動

　
　
　
　
　

  

助
成
対
象
経
費
（
3

万
円
以
上
30
万
円
未
満
）に
助
成
率
を

掛
け
て
交
付
し
ま
す
。

※
過
去
の
助
成
実
績
、助
成
の
対
象
と
な

る
経
費
お
よ
び
対
象
外
と
な
る
経
費
な

ど
詳
細
に
つい
て
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　
　
　
　

  

平
成
25
年
3
月
1
日

（
金
）〜
平
成
26
年
2
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　

所
定
の
申
請
書
を
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う

え
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
問
合

せ
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

平
成
25
年
1
月
31
日（
木
）

【
必
着
】

　
　
　
　
　

  

財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま

こ
ど
も
夢
財
団

〒
7
3
0
-8
5
1
1 

広
島
市
中
区
基

町
10
番
52
号 

広
島
県
庁
内

☎
0
8
2
・
5
1
1
・
9
7
8
9

　

　

　

　

http://w
w
w
.ikuchan.or.jp/yum

ezaidan/

yum
ekikin/

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
フ
ェ

ス
タ
」参
加
団
体
募
集
！

生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
活
動
紹
介
・
成
果
発
表
の
場
と
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
を

平
成
25
年
5
月
18
日
（
土
）、
19
日

（
日
）に
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
フ
ェ
ス
タ

に
参
加
し
た
い
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
12
月

よ
り
募
集
し
ま
す
。
昨
年
も
多
く
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。団

体
・
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
、フ
ェス

タ
に
参
加
し
て
自
分
た
ち
の
活
動
を

P
R
し
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ひ
ろ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
募
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、プ
ラ
ザ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
人
の
た
め
の

　
　
　
　
　ま
な
び
C
a
f
e

社
会
人
学
生
の
経
験
者
や
そ
の
支
援

者
、
生
涯
学
習
の
実
践
者
の
方
々
と

「
学
び
」「
生
き
が
い
」に
つ
い
て
一
緒
に
お

し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
何
か
新
し
い
こ
と
を
学
ん
で
み
た
い
」

「
自
己
啓
発
は
ど
う
す
れ
ば
？
」な
ど
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
相
談
会
で
す
。

　
　
　
「
こ
だ
わ
り
を
捨
て
、
新
た
な

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
む
！
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
。
生
涯
学
習
に
つ
い
て

の
相
談
会

　
　
　

12
月
16
日
（
日
）
午
後
2
時

〜
4
時

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　

無
料

　
　
　

ど
な
た
で
も

　
　
　

20
人

　
　
　
　
　

事
前
の
申
込
不
要
で
す
。

当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動・地
域
活
動
を

元
気
に
す
る
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
入
門

　
　
　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス（
C
B
・
S
B
）
と
は

様
々
な
社
会
課
題
を
住
民
が
主
体
的

に
、ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
解
決
す

る
取
り
組
み
で
、
必
要
な
対
価
を
受
け

取
り
、
利
益
を
得
る
こ
と
で
事
業
の
継

続
性
や
発
展
性
を
維
持
し
て
い
く
活
動

で
す
。
C
B
・
S
B
の
基
本
的
な
考
え

や
手
法
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　

12
月
5
日（
水
）・12
日（
水
）・
19

日（
水
）
午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　

無
料

　
　
　
　
　

電
話
ま
た
は
来
館
で
ま
ち

づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

（
資
金
運
用
編
）

　
　
　

市
民
活
動
に
お
け
る
資
金
の

調
達
方
法
や
効
率
の
よ
い
資
金
の
運
用

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
　
　

12
月
7
日（
金
）・
14
日（
金
）・

21
日
（
金
）
午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　

無
料

　
　
　
　
　

電
話
ま
た
は
来
館
に
て
ま

ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
な
ん
で
も
相
談
会

　
　
　
「
N
P
O
、
市
民
活
動
と
こ

れ
か
ら
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
。

市
民
活
動
に
つ
い
て
の
相
談
会
。

　
　
　

平
成
25
年
1
月
23
日
（
水
）

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　

20
人

　
　
　
　
　

事
前
の
申
込
不
要
で
す
。

当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
講
座

①
初
め
て
の
ア
ク
セ
ス

〜
顧
客
管
理
を
し
て
み
よ
う
！
〜

　
　
　

平
成
25
年
1
月
18
日
（
金
）

〜
3
月
8
日
（
金
）〈
毎
週
金
曜
日 

全

8
回
〉
午
後
6
時
半
〜
午
後
9
時
半

　
　
　

8
5
0
0
円

　
　
　
エ
ク
セ
ル
で
表
作
成
が
で
き
る
方

②
ワ
ー
ド
2
0
1
0
基
礎
講
座

　
　
　

平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）

〜
3
月
16
日
（
土
）〈
毎
週
土
曜
日
全
8

回
〉
午
前
10
時
〜
午
後
零
時
半

　
　
　

9
3
4
4
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
が
で
き
、パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

③
エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
基
礎
講
座

　
　
　

平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）

〜
3
月
16
日
（
土
）〈
毎
週
土
曜
日
全
8

回
〉
午
後
1
時
半
〜
4
時

　
　
　

9
3
4
4
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
）

　
　
　

文
字
入
力
が
で
き
、パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

※
①
②
③
共
通
項
目

　
　
　

38
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

　
　
　
　
　

往
復
は
が
き
に
ま
た
は

F
A
X
で
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
（
F
A
X
で
お
申
込
み
の
方
は

F
A
X
番
号
）、②
③
の
講
座
は
、
託
児

が
あ
り
ま
す
。
託
児
（
1
歳
半
以
上
）
を

希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の
年
齢
を
記
入

の
う
え
、①
は
12
月
24
日
（
月
）【
必
着
】、

②
③
は
平
成
25
年
1
月
5
日
（
木
）

【
必
着
】
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

相
手
の
心
に
残
る

　
　
　
　
　  

プ
レ
ゼ
ン
講
座

　
　
　

自
分
た
ち
の
活
動
や
想
い
を

相
手
に
う
ま
く
伝
え
、
広
め
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
こ
の
講
座
で
は
、
段
階
を
追
っ
た

テ
ー
マ
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を

担
え
る
よ
う
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

平
成
25
年
1
月
29
日
（
火
）

〜
2
月
26
日
（
火
）
午
後
7
時
〜
9
時

〈
毎
週
火
曜
日 

全
5
回
〉

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　

N
P
O
・
市
民
団
体
な
ど
で

活
動
中
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
活
動

予
定
の
方

　
　
　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　

無
料

　
　
　
　
　

所
属
団
体
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
平
成
25

年
1
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

2
0
1
3

ア
ー
ト
の
持
つ
力
で
真
の
社
会
の
豊
か

さ
・
幸
せ
を
生
み
出
す
活
動
を
広
く
社

会
に
投
げ
か
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
作
品
展
で
す
。
中
国
5
県
か

ら
障
害
の
あ
る
人
の
芸
術
作
品
を
公
募

し
、
豊
か
さ
・
新
鮮
さ
・
し
な
や
か
さ
の

3
つ
の
観
点
で
審
査
員
に
よ
る
選
考
を

行
い
、
そ
の
中
の
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
と
協
働
で
つ
く
る

「
ア
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
0
1
3
」に
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
25
年
2
月
9
日
（
土
）

〜
17
日
（
日
）

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

北
棟
4
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

無
料

公
民
館
学
習
グ
ル
ー
プ

交
流
作
品
展〈
書
道
の
部
〉

広
島
市
内
の
公
民
館
学
習
グ
ル
ー
プ

が
、
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

み
な
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
25
年
1
月
12
日
（
土
）

〜
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

ま
で
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

北
棟
4
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

無
料

▲アートルネッサンス 2012

▲昨年の作品展 ( 絵手紙の部 )

29

対
象
と
な
る
活
動

支
援
金
使
途

対
象
団
体

支
援
金
額

申
請
方
法

募
集
締
切

E
メ
ー
ル

U
R
L

問
合
せ

対
象
と
な
る
活
動

対
象
団
体

対
象
外
と
な
る
活
動

申
込
・
問
合
せ

助
成
金
交
付
額

事
業
実
施
期
間

申
請
方
法

募
集
締
切

U
R
L

プ
ラ
ザ
主
催
事
業

プ
ラ
ザ
主
催
事
業
のの

ご
案
内

ご
案
内

募
集

団
体
と
の
連
携
事
業

内
　容

日
　時

場
　所

参
加
費

対
　象

定
　員

申
込
方
法

日
　時

場
　所

参
加
費

定
　員

申
込
方
法

内
　容

日
　時

場
　所

定
　員

参
加
費

申
込
方
法

日
　時

受
講
料

日
　時

受
講
料

定
　員

申
込
方
法

対
　象

対
　象

対
　象

日
　時

受
講
料

場
　所

対
　象

定
　員

参
加
費

日
　時

申
込
方
法

日
　時

場
　所

入
場
料

内
　容

日
　時

場
　所

入
場
料

内
　容

内
　容

日
　時

場
　所

定
　員

申
込
方
法

1314



セミナー「ケータイ安全教室」

社会貢献活動についての
パネル展

セミナー「防ごうカードトラブル」

ま
だ
ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
9
月
5

日
（
水
）、
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ
に
お

い
て
、
企
業
等
社
会
貢
献
活
動
研
究

会
協
働
セ
ミ
ナ
ー「
広
島
発
！
暮
ら

し
の
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

企
業
等
社
会
貢
献
活
動
研
究
会
と

は
、
市
民
・
企
業
・
行
政
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た

め
に
、
広
島
市
内
に
本
社
ま
た
は
支

社
・
支
店
を
置
き
、
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
む
企
業
・
団
体
（
19
社
2

団
体
で
構
成
）が
参
加
し
、
情
報
交

換
や
活
動
促
進
事
例
の
紹
介
等
を

行
っ
て
い
る
研
究
会
で
す
。
そ
の
研
究

会
の
活
動
の一
環
と
し
て
、
参
加
す
る

企
業
・
団
体
の
持
つ
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
市
民
生
活
に
還
元
し
、
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
に
様
々
な
企
画
を
し
て
い

ま
す
。

こ
の
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
安
全
運
転

の
ポ
イ
ン
ト
や
海
外
旅
行
の
際
の
心
得

な
ど
に
つ
い
て
の「『
も
し
も
』へ
の
備

え
」（
㈱
損
保
ジ
ャ
パ
ン
）、
携
帯
電
話

を
使
っ
た
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処

法
に
つい
て
の「
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」

（
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国
支
社
）、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
金
融
ト
ラ
ブ
ル

の
対
処
法
に
つ
い
て
の「
防
ご
う
カ
ー

ド
ト
ラ
ブ
ル
」（
S
M
B
C
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱
）、
節
電
の
知
識

や
暮
ら
し
の
省
エ
ネ
術
に
つい
て
の「
電

気
の
上
手
な
使
い
方
」（
中
国
電
力

㈱
）の
4
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
と
会
場
前
で

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
た

高
齢
者
作
品
展
の
来
場
者
を
中
心
に

参
加
い
た
だ
き
、「
す
ぐ
に
生
活
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
と
て

も
よ
か
っ
た
」「
学
ん
だ
こ
と
を
友
人

に
教
え
て
あ
げ
た
い
」の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

企
業
等
社
会
貢
献
活
動
研
究
会
で

は
情
報
交
換
だ
け
で
な
く
、
今
後
も

研
究
会
の
活
動
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
還
元
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
継

続
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て「
ひ
ろ
し

ま
男
子
駅
伝
応
援
・
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」、
留
学
生
や
高
齢
者
の

方
々
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
贈
る「
カ
レ
ン

ダ
ー
収
集
活
動
」
な
ど
も
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。
活
動
の
詳
細
は
、こ
の

「
ら
し
っ
く
」
誌
上
で
も
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

〒730-0036　広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●

●

●

開館時間
午前9時30分～午後10時
休館日
毎月第3月曜日、12月29日～1月3日
交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用くださ
　い。ただし、車いす使用者等にご利用いただく駐車場
　は3台分用意しています。
※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●

●

●

ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/
ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/
※メールマガジンの登録もできます。
E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

募集して募集して
います！います！
募集して募集して
います！います！
募集して
います！

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントや募集記事を募集しています。「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントや募集記事を募集しています。
次号は「11月下旬発行予定」です。12月以降の情報をお待ちしています。次号は「11月下旬発行予定」です。12月以降の情報をお待ちしています。
下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントや募集記事を募集しています。
次号は「3月下旬発行予定」です。4月以降の情報をお待ちしています。
下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。
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1010周年周年10周年 広島市まちづくり市民交流プラザ

平成24年11月30日発行　発行者/&広島市未来都市創造財団 まちづくり市民交流プラザ  〒730-0036 広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。
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